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放射能汚染の態様 

河川 

呼吸に 
より吸入 

飲食物 
からの摂取 

内部被ばく 

穀物 

牛 

魚 

牛乳 

飲料水(浄水場) 

外部被ばく 

放射性降下物 
（フォールアウト） 

食物 

I-131, Cs-137, Cs-134 

I-131, Cs-137, Cs-134 

原子力災害の影響 

植物 

土壌汚染 

I-131, I-133, 
Cs-134,Cs-137,  
Xe-133, Kr-85 

放射性雲 
(ﾌﾟﾙｰﾑ) 

(注）一般的に原子力発電所事故が起き
た際に想定される影響をあらわしたもの
であり、福島第一原発事故の影響をあら
わしたものではありません。 

大気中から 

地面から 

　原子力施設で緊急事態が発生し、気体状の放射性物質が漏れると、放射性雲（プルー
ム）と呼ばれる状態で大気中を流れていきます。
　放射性雲には放射性希ガスや、放射性ヨウ素およびセシウム 137 のような粒子状
物質が含まれることがあります。
　放射性希ガス（クリプトン、キセノン）は、地面に沈着せず、呼吸により体内に取
り込まれても体内に留まることはありません。しかし、放射性雲が上空を通過中に、
この中の放射性物質から出される放射線を人は受けます。これは「外部被ばく」にな
ります。放射性ヨウ素や放射性セシウムは、放射性雲が通過する間に地表面などに沈
着します。このため、通過後も沈着した放射性物質からの外部被ばくがあります。
　また、放射性雲の通過中の放射性物質を直接吸入すること及び放射性物質の沈着に
より汚染した飲料水や食物を摂取することによっても放射性物質を体内に取り込み、
内部被ばくを受けることになります。
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原子炉事故による影響 

外部被ばく 

内部被ばく 
空気 

原子力災害の影響 

放射性物質（放射性ヨウ素、放射性セシウムなど） 
(注）一般的に原子力発電所事故が起き
た際に想定される影響をあらわしたもの
であり、福島第一原発事故の影響をあら
わしたものではありません。 

黒矢印：放射性物質の移動経路 
オレンジ矢印：放射線 

　福島第一原発事故のように、原子力発電所が大きな事故を起こすと大量の放射性物
質が原子炉から漏れ出ることがあります。放射性ヨウ素や放射性セシウムなどがその
代表です。
　この放射性物質が、大気中をふわふわと拡散していきますが、その間に少しずつ地
表に落ちてきます。特に雨が降ると、雨と一緒に放射性物質が地面に落ちます。放射
性物質が体の表面に付くこともあります。このように、空気、土壌、そして体表にあ
る放射性物質から放射線を受けることがあります。これが外部被ばくです。
　一方、空気中や土壌の放射性物質が、水や食べ物に入って、それを口にしたり、空
気中の放射性物質を呼吸と一緒に体の中に取り込んだりして、体の中から放射線を受
けることがあります。これが内部被ばくです。
　外部被ばくや内部被ばくという言葉はどちらも「放射線を受けている」ことをさし、
影響のあるなしを意味するものではありません。また自然界からの放射線、事故由来
の放射線、医療放射線といった区別なく用いられる言葉です。
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